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平成１５年７月１日
条例第２０号
（目的）
第１条　この条例は、地域環境の美化を推進するため、市民一人ひとりの環境美化に対する意識を向上させ、並びに市、市民等、事業者及び所有者等の責任と役割を明確に示すとともに、それぞれが協力、連携し地域の環境を自ら守り、市民の誰もが安全で快適な生活を営むことのできる良好な生活環境を確保することを目的とする。
（定義）
第２条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
(１)　市民等　市民及び市内に滞在する者又は通過する者をいう。
(２)　事業者　市内において事業活動を行う全ての者をいう。
(３)　所有者等　市内に土地又は建物を所有又は占有若しくは管理する者をいう。
(４)　廃棄物　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第２条第１項から第５項までに規定する廃棄物をいう。
(５)　不法投棄　廃棄物をみだりに投棄すること又は廃棄物の不適正な埋立処分をすることをいう。
(６)　ごみのポイ捨て　缶、瓶、紙、プラスチックその他の容器及び包装、たばこの吸い殻、ガムのかみかす、紙くず、その他不用物をみだりに捨てることをいう。
(７)　落書き　公共の場所及び他人の土地、建物又は工作物に許可を得ることなく、みだりに文字、図形又は模様を描くことをいう。
(８)　公共の場所　市内の公園、道路、河川、水路、その他これらに類する場所をいう。
(９)　ふんの放置　犬猫等のふんを放置することにより公共の場所及び他人の土地を汚すことをいう。
(１０)　迷惑行為となる給餌　給餌（カラス、ハト等の鳥（以下「野鳥」という。）に対するものに限る。）により、その餌を目当てに集合した野鳥に起因する次に掲げる事象により、周辺住民の生活環境を悪化させるものをいう。
ア　鳴き声その他の音の発生
イ　ふん尿その他の汚物及びその臭気の発生
ウ　羽毛の飛散
エ　人への攻撃若しくは威嚇又は物の破損
(１１)　回収容器　ごみを回収するための容器をいう。
(１２)　空き地　所有者等が使用していない又は使用していないと同様の状態にある市内の土地をいう。
（市の責務）
第３条　市は、この条例の目的を達成するために必要な施策を総合的に実施するとともに、その実施について、市民等、事業者、所有者等及び関係諸団体に対して協力を要請するものとする。
２　前項の施策は、次に掲げる事項とする。
(１)　不法投棄及びごみのポイ捨ての防止等に関する市民等、事業者及び所有者等の意識の向上及び広報活動の推進に関すること。
(２)　ふんの放置の防止等に関する市民等の意識の向上及び広報活動の推進に関すること。
(３)　環境パトロールの実施体制の整備に関すること。
(４)　まち美化里親制度（アダプトプログラム）等、自主的な美化活動の推進に関すること。
(５)　その他環境美化に必要と認める事項
３　市は、環境美化の施策を推進するため、近隣の市町と連絡、調整を図るものとする。
（市民等の責務）
第４条　市民等は、自宅周辺をきれいにする等、地域の良好な生活環境の保全に努めなければならない。
２　市民等は、家庭の外で自ら生じさせたごみは持ち帰り、又は回収容器等に収納しなければならない。
３　市民等は、相互扶助の精神に基づき、地域社会における連帯意識を高めるとともに、まちをきれいにするための自主的な活動を推進するよう努めなければならない。
４　市民等は、この条例の目的を達成するため、市が実施する施策に協力しなければならない。
（事業者の責務）
第５条　事業者は、自己の施設及びその周辺をきれいにする等、地域の良好な生活環境の保全に努めなければならない。
２　事業者は、前項に規定する事業者の責務について、従業員等その事業活動に従事する者に周知するとともに、環境美化意識の啓発に努めなければならない。
３　事業者は、この条例の目的を達成するため、市が実施する施策に協力しなければならない。
（所有者等の責務）
第６条　所有者等は、その所有し、又は占有し、若しくは管理する土地、建物及びその周辺をきれいにする等、地域の良好な生活環境の保全に努めなければならない。
２　所有者等は、この条例の目的を達成するため、市が実施する施策に協力しなければならない。
（環境美化推進員）
第７条　市長は、環境美化の推進について熱意と見識を有する者のうちから、環境美化推進員を委嘱することができる。
２　環境美化推進員は、市が実施する施策に協力し、その他環境美化の推進に関する活動を行うものとする。
（美化活動の支援）
第８条　市長は、公共の場所における清掃、ごみのポイ捨ての防止に関する意識啓発その他の自主的な美化活動を行う者に対し、その活動に必要な支援を行うことができる。
（環境美化の日）
第９条　市長は、環境美化の推進について、市民等、事業者及び所有者等の関心と理解を深めるため、環境美化の日を設けることができる。
（不法投棄の禁止）
第１０条　市民等、事業者及び所有者等は、不法投棄をしてはならない。
（ポイ捨ての禁止）
第１１条　市民等、事業者及び所有者等は、ごみのポイ捨てをしてはならない。
（落書きの禁止）
第１２条　市民等、事業者及び所有者等は、落書きをしてはならない。
（ふんの放置の禁止）
第１３条　犬猫等の飼い主又は管理者（以下「飼い主等」という。）は、ふんの放置をしてはならない。
２　飼い主等は、犬猫等を散歩させる際には、ふんを処理するための用具を携帯し、犬猫等がふんをしたときは、直ちにそのふんを回収し、適正に処理しなければならない。
（迷惑行為となる給餌の禁止）
第１４条　市民等、事業者及び所有者等は、迷惑行為となる給餌を行ってはならない。
（回収容器の設置及び管理）
第１５条　自動販売機により飲食物を販売する者は、その販売によって生ずる空き缶等が投棄されないように回収容器を設置し、これを適正に管理しなければならない。
（空き地の管理）
第１６条　空き地の所有者又は占有者若しくは管理者は、投棄された廃棄物を放置して周辺の生活環境を損なうことのないよう、常に空き地を適切に管理しなければならない。
（指導又は勧告）
第１７条　市長は、前７条の規定に違反した者に対し、必要な指導又は勧告（第１４条の規定に違反した者に対しては、清掃を行うことその他必要な措置に関する指導又は勧告を含む。）をすることができる。
（措置命令）
第１８条　市長は、前条の規定による指導又は勧告に従わない者に対し、履行期限を定めて、改善その他の必要な措置を講ずるよう命ずることができる。
（報告の徴収）
第１９条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、前条の規定による措置命令を受けた者に対し、その措置命令による改善状況その他必要な事項について、報告を求めることができる。
（立入調査）
第２０条　市長は、この条例の施行に必要な限度において、市長が指定した職員に、不法投棄箇所、ごみのポイ捨て箇所、迷惑行為となる給餌が行われている箇所、自動販売機が設置されている土地若しくは建物又は空き地の立入調査をさせることができる。
２　前項の規定により立入調査を行う職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、これを呈示しなければならない。
３　第１項に規定する権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。
（公表）
第２１条　市長は、第１８条の規定により必要な措置を講ずるように命じられた者が、その措置命令に従わなかったときは、その旨を公表することができる。
（罰則）
第２２条　第１１条から第１６条までの規定に違反し、かつ、第１８条の規定による措置命令に従わないときは、その者に対し、３万円以下の過料を科する。
（顕彰）
第２３条　市長は、環境美化への貢献に対し、顕彰を行うことができる。
（委任）
第２４条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。
附　則
この条例は、平成１５年１０月１日から施行する。
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　この条例は、令和６年４月１日から施行する。
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